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前
年
９
月
に
発
表
さ
れ
た
Ｔ
Ｈ
Ｅ
世

界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
８
で
は
、

日
本
の
大
学
の
ラ
ン
ク
イ
ン
校
数
は
89

校
と
、
１
年
で
20
校
増
加
し
ま
し
た
。

ラ
ン
ク
イ
ン
校
数
世
界
第
３
位
の
大
学

大
国
と
な
っ
た
の
は
、
各
大
学
の
改
革

の
た
ま
も
の
と
し
か
言
え
ま
せ
ん
。
第

２
位
の
イ
ギ
リ
ス
を
次
回
は
抜
く
こ
の

勢
い
を
、
他
国
は
脅
威
に
感
じ
て
い
る

は
ず
で
す
。
各
大
学
に
お
か
れ
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
自
信
を
持
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
＊
大
学
I
Ｒ
総
研
の
調
査
に
よ
る
と
、

Ｔ
Ｈ
Ｅ
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
ほ

か
の
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
と
比
べ
て

参
考
に
し
て
い
る
大
学
が
多
い
と
い
う

調
査
結
果
が
出
て
い
ま
す
【
図
表
１
】。

私
た
ち
文
部
科
学
省
は
、Ｔ
Ｈ
Ｅ
が
主

催
す
る
世
界
学
術
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
７

に
参
加
し
て
、
こ
の
Ｔ
Ｈ
Ｅ
世
界
大
学

ラ
ン
キ
ン
グ
を
運
営
す
るTES Global

と
議
論
す
る
と
同
時
に
、
日
本
の
大
学

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
を
提
案
し
て
き

ま
し
た
【
図
表
２
、
３
】。
中
国
や
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
は
す
で
に
Ｔ
Ｈ
Ｅ
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
国
際
競

争
力
を
上
げ
て
き
て
い
ま
す
。
日
本
で

も
産
官
学
の
定
期
的
な
会
合
を
開
く
な

ど
、継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

特集●多様性と特色化を促す日本大学ランキング

文部科学大臣補佐官　鈴木寛
すずきかん●東京大学法学部卒業後、通商産業省に入省。慶應義塾大学助教授、
参議院議員、文部科学副大臣などを経て2014年２月から東京大学公共政策大学院教
授、慶應義塾大学政策・メディア研究科教授。2015年２月から現職。

THE世界大学ランキング
NISTEP（科学技術・学術政策研究所）大学ベンチマーキング

QS世界大学ランキング

上海交通大学世界大学学術ランキングARWU

大学ランキング（各種日本国内雑誌など）

大学就職ランキング（各種日本国内雑誌など）

ベネッセ・進研模試大学合格目標偏差値一覧

河合塾大学合格目標偏差値一覧

     

国
際
競
争
力
を
表
す

Ｔ
Ｈ
Ｅ
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ

　
大
学
経
営
は
今
、
正
念
場
を
迎
え
て

い
ま
す
。
少
子
化
の
影
響
で
授
業
料
、

受
験
料
、
運
営
費
交
付
金
、
私
学
助
成

金
が
総
額
と
し
て
減
少
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
い
る
世
帯
自
体
が
全
世
帯
の

２
割
程
度
と
い
う
現
実
が
あ
り
、
運
営

費
交
付
金
、
私
学
助
成
金
の
増
額
は
民

意
を
得
る
の
が
難
し
い
状
況
で
す
。
経

済
界
か
ら
も
、
高
等
教
育
は
投
資
に
値

す
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
投
げ
か
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
今
こ
そ
、
大
学
の
収
支
構
造
を
組
み

替
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
交
付
金
、
助

成
金
だ
け
に
頼
ら
ず
、
海
外
の
学
生
、

企
業
、
政
府
、
ま
た
国
内
の
企
業
、
地

各種大学ランキングの参考状況【図表1】

▶マスメディアや専門家を対象とした
   説明会やワークショップの開催

▶ランキング掲載サイトの大学個別
   ページにランキング算出方法を併記

▶設置区分（国立／公立／私立）別の
   ランキングの作成

▶学生にとってのコストパフォーマンス
   （学費等）を指標に加える

▶「世界学術サミット」の分科会を開催

         ＴＨＥに提案した
日本の大学からの要望

【図表3】世界学術サミット2017の様子【図表2】

日
本
の
大
学
の

多
様
化
、特
色
化
を
促
す
に
は
？

O p i n i o n

方
自
治
体
な
ど
の
新
し
い
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
連
携
し
、
社
会
資
源
を
集
め

る
構
造
を
つ
く
る
時
機
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
う
し
た
新
た
な
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
に
自
学
の
特
徴
を
説
明
す

る
材
料
と
し
て
、
外
部
機
関
の
ラ
ン
キ

ン
グ
デ
ー
タ
は
適
し
て
い
る
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　
日
本
の
社
会
で
は
依
然
、
個
人
を
評

価
す
る
際
、
最
初
に
入
学
し
た
大
学
の

入
試
難
易
度
が
重
視
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
本
来
重
要
な
の
は
、「
何
を
学
び
、

何
を
得
た
か
」で
す
。
文
部
科
学
省
は
、

「
入
学
校
歴
社
会
か
ら
、
真
の
学
修
歴

社
会
へ
」
と
社
会
の
マ
イ
ン
ド
転
換
を

図
り
ま
す
。

　
突
破
口
は
、
社
会
人
の
学
び
で
す
。

「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
と
言
わ
れ
る

今
後
は
、
働
き
な
が
ら
も
学
び
続
け
る

時
代
で
す
。
１
人
が
一
生
の
う
ち
に
３

回
大
学
に
行
く
社
会
に
な
れ
ば
、
２
、

３
回
目
は
入
試
難
易
度
で
は
な
く
、「
大

学
で
何
を
学
ぶ
の
か
」
を
重
要
視
す
る

は
ず
で
す
。

　
こ
れ
を
、
ま
ず
海
外
か
ら
推
進
し
ま

す
。
外
国
人
は
大
学
の
中
身
を
見
て
入

学
先
を
判
断
し
ま
す
。
他
の
先
進
国
と

比
べ
れ
ば
圧
倒
的
に
学
費
が
安
く
、
多

く
の
大
学
が
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
に
ラ
ン

ク
イ
ン
し
て
い
る
日
本
で
学
ぶ
こ
と

は
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ

て
い
る
と
言
え
ま
す
。
加
え
て
日
本
で

は
大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
が
教

員
一
人
ひ
と
り
の
資
格
を
審
査
し
て
お

り
、
高
い
教
育
・
研
究
レ
ベ
ル
が
保
証

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
ア
ジ
ア
は
高
等
教
育
へ
の
ニ
ー

ズ
が
劇
的
に
高
ま
る
反
面
、
一
部
の

ト
ッ
プ
校
を
除
く
と
大
学
の
質
が
量
の

増
加
に
追
い
付
い
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ

ま
で
ア
ジ
ア
の
留
学
生
受
け
入
れ
は
コ

ス
ト
高
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
で
は
支
払
い
能
力
が
十
分
に
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
そ
の
受
け
入

れ
先
に
名
乗
り
を
上
げ
る
絶
好
の
機
会

で
す
。

　
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
大
学
の
立

ち
位
置
、
日
本
人
の
入
学
者
が
確
実
に

減
少
し
て
い
く
未
来
を
考
え
る
と
、
ど

の
大
学
も
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
国
際
化

は
関
係
な
い
」
と
い
う
認
識
で
は
い
ら

れ
な
い
で
し
ょ
う
。
外
国
人
学
生
が
増

え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
環
境
が
充
実
す
る
こ

と
は
、
日
本
人
学
生
に
と
っ
て
も
メ

リ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
。

　
今
や
国
際
性
こ
そ
が
、「
大
学
の
成

長
可
能
性
」
を
表
す
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界
大
学
ラ
ン
キ

ン
グ
の
よ
う
な
国
際
標
準
の
デ
ー
タ
を

大
い
に
活
用
し
て
、
海
外
市
場
を
視
野

に
入
れ
た
教
育
・
経
営
改
革
を
進
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

国
際
性
の
高
さ
＝

そ
の
大
学
の
成
長
可
能
性

資
源
を
集
め
る
た
め
の

新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
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2.951.545.6 

47.6 41.7 10.7 

44.7 42.7 12.6 

  

参考にしている 知っているが参考にしていない 知らない

「
入
学
校
歴
社
会
」か
ら

真
の「
学
修
歴
社
会
」へ
。

ア
ジ
ア
市
場
の
開
拓
に
好
機

          世界各国の大学教職員、
政府関係者、企業関係者など
50か国、540人以上

2017年9月3～5日開催日時

開催地

参加者

プログラム内容

キングス・カレッジ・ロンドン（イギリス）

文／児山雄介　撮影／御堂義乗

＊大学ＩＲ総研「大学ランキングなどに関するアンケート」を基に作成。（2017年10月実施。対象：学長等大学の執行部およびＩＲ担当。93大学104名より回答）

      　　　　 世界大学ランキング
発表、パネルディスカッション、分科
会など。プログラム間に、参加者間
での人脈構築・情報収集が盛んに
行われる。

など

＊一般財団法人大学ＩＲ総研（理事長：佐藤禎一）。ＴＨＥへの提言の詳細はサイト上で確認できる。https://iru.or.jp/
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世
界
は
高
等
教
育
の
重
要
性
を
再
認

識
し
始
め
て
い
ま
す
。ロ
シ
ア
で
は「
２

０
２
０
年
ま
で
に
５
校
以
上
を
世
界
大

学
ラ
ン
キ
ン
グ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
１
０
０
に
入
れ

よ
」と
の
大
統
領
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
で
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
３
・
５
％
を
研

究
に
投
じ
る
合
意
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、Ｔ
Ｈ
Ｅ

世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
８
（
以

下
、
世
界
版
）
で
89
校
も
の
日
本
の
大

学
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
結
果
は
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
下
の
図

表
は
、
前
年
10
月
に
発
表
し
た
世
界
版

学
問
系
統
別
ラ
ン
キ
ン
グ
で
す
。
日
本

か
ら
は
の
べ
１
０
０
も
の
大
学
が
多
様

な
系
統
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
世
界
版
に
登
場
す
る
大
学

は
日
本
の
大
学
の
一
部
。
私
た
ち
が
教

育
力
重
視
の
日
本
版
ラ
ン
キ
ン
グ
を
作

る
の
は
、
日
本
の
大
学
の
多
様
性
と
優

れ
た
点
を
ど
う
し
た
ら
世
界
に
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
か
を
考
え
た
結
果
で
す
。

　
今
回
の
日
本
版
ラ
ン
キ
ン
グ
も
前
回

同
様
全
体
と
し
て
ス
コ
ア
は
僅
差
で
あ

り
、
各
大
学
が
高
い
レ
ベ
ル
で
競
い

合
っ
て
い
ま
す
。分
野
ご
と
に
見
る
と
、

国
立
大
学
が
強
い
分
野
（
教
育
リ
ソ
ー

ス
）、
私
立
大
学
が
強
い
分
野
（
国
際

性
）、
国
立
大
学
が
優
位
な
が
ら
、
私

立
大
学
に
も
優
れ
た
大
学
が
少
な
く
な

い
分
野（
教
育
充
実
度
、教
育
成
果
）と
、

そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
出
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
大
学
は
外
国
人
留
学
生
の
確

保
に
苦
労
し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、

教
育
・
研
究
の
質
が
高
い
割
に
学
費
が

安
く
治
安
も
よ
い
な
ど
、
外
国
人
に

と
っ
て
留
学
に
適
し
た
条
件
が
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
。

　
外
国
で
学
ぶ
学
生
が
世
界
的
に
年
々

増
え
る
中
、
ア
メ
リ
カ
は
反
移
民
政
策

を
取
り
始
め
、
イ
ギ
リ
ス
は
Ｅ
Ｕ
を
離

脱
し
外
国
人
受
け
入
れ
に
消
極
的
。
日

本
は
、
学
生
の
輸
入
大
国
に
な
り
得
ま

す
。
ぜ
ひ
、
海
外
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
と

目
を
向
け
て
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し

て
く
だ
さ
い
。Ｔ
Ｈ
Ｅ
で
も
、
本
年
９

月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
世
界
学
術
サ

ミ
ッ
ト
を
開
催
し
、
皆
さ
ん
が
他
国
の

大
学
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
機
会

を
提
供
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

特集●多様性と特色化を促す日本大学ランキング

世
界
の
高
等
教
育
政
策
は

熱
気
を
帯
び
つ
つ
あ
る

　
ラ
ン
キ
ン
グ
へ
の
対
応
に
つ
い
て
大

学
経
営
層
の
方
々
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
っ
た
と
こ
ろ
、
ラ
ン
キ
ン
グ
を
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
教
育
・
経
営
改
革
に
役
立

て
て
い
る
と
い
う
声
の
一
方
で
、
必
要

性
は
感
じ
て
い
る
も
の
の
活
用
に
は
課

題
が
あ
る
と
い
う
お
悩
み
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
改
革
に
活
用
す
る
手
法
と
し
て
は
、

「
改
革
の
方
向
性
を
議
論
す
る
際
の
材

料
」「
改
革
の
達
成
度
を
示
す
指
標
」

と
い
っ
た
学
内
で
活
用
す
る
手
法
と
、

「
国
内
募
集
広
報
に
使
用
」「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
の

メ
デ
ィ
ア
パ
ワ
ー
を
使
っ
た
海
外
で
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
強
化
」
と
い
っ
た
学

外
向
け
の
手
法
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
活
用
に
あ
た
っ
て
の
課
題

は
、
大
き
く
は
組
織
面
と
方
法
面
の
２

つ
の
側
面
が
あ
る
よ
う
で
す
。
組
織
面

で
は
、「
入
力
、
分
析
、
活
用
な
ど
を

ど
の
部
署
が
担
う
か
が
決
ま
ら
な
い
」

「
Ｉ
Ｒ
室
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
な
い
」

と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
よ
う
で
す
。
方

法
面
で
は
、「
注
目
す
べ
き
分
野
・
ス

コ
ア
が
定
ま
ら
な
い
」「
世
界
版
（
研

究
力
）
と
日
本
版
（
教
育
力
）
の
ど
ち

ら
を
重
視
す
る
か
迷
っ
て
い
る
」
と

い
っ
た
課
題
を
伺
い
ま
す
。
こ
れ
ら
２

つ
の
面
を
ま
と
め
る
と
、
ラ
ン
キ
ン
グ

に
つ
い
て
は
、「
誰
が
」「
ど
の
よ
う
に
」

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら

な
い
、
と
い
う
点
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

　
日
本
版
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
日
本
の
大

学
の
学
部
の
教
育
力
を
可
視
化
し
、
強

み
を
伸
ば
し
て
弱
点
を
補
強
す
る
改
革

の
指
標
の
提
供
を
め
ざ
し
た
も
の
で

す
。
私
た
ち
は
ラ
ン
キ
ン
グ
に
関
心
を

寄
せ
て
く
だ
さ
る
全
て
の
大
学
と
共

に
、
こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
課
題
は

「
誰
が
？
」「
ど
の
よ
う
に
？
」

学
生
の
輸
入
大
国
に
な
る

条
件
を
備
え
た
日
本

  

（株）進研アド
取締役本部長　
田邉心技
たなべしんぎ●（株）ベネッセ
コーポレーション高校事業部に
て数々の高校の教育改革支援
に携わった後、2015年より現
職。THE世界大学ランキングで
は、日本のカウンターパートを担
当する。

　
ベ
ネ
ッ
セ
グ
ル
ー
プ
は
２
０
１
６
年

に
Ｔ
Ｈ
Ｅ
と
業
務
提
携
を
結
び
、
世
界

大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
の
正
し
い
理
解
と
活

用
を
促
す
た
め
、
日
本
の
大
学
へ
の
情

報
提
供
と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ラ
ン
キ
ン
グ
の
考
え

方
、
デ
ー
タ
の
信
ぴ
ょ
う
性
、
世
界
各

国
へ
の
浸
透
度
な
ど
か
ら
、Ｔ
Ｈ
Ｅ
は

最
も
信
頼
の
置
け
る
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ

で
あ
る
と
の
認
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
こ
の
１
年
、
世
界
大
学
ラ

ン
キ
ン
グ
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
約
２

０
０
大
学
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
お
伝
え
し
て
い
る
の
は
、
特
色
化
の

た
め
に
改
革
を
行
う
に
は
、
順
位
に
よ

ら
ず
、
ス
コ
ア
を
い
か
に
活
用
す
る
か

が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
各
大
学
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
が

存
在
し
ま
す
。
し
か
し
そ
の
多
く
は
学

内
調
査
に
よ
る
デ
ー
タ
で
、
過
年
度
比

較
や
学
部
間
比
較
に
用
途
が
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
の

デ
ー
タ
は
外
部
機
関
に
よ
っ
て
測
ら
れ

た
、
他
大
学
と
比
較
で
き
る
相
対
的
な

デ
ー
タ
で
す
。
各
大
学
の
強
み
、課
題
、

伸
び
し
ろ
な
ど
が
数
値
と
し
て
算
出
さ

れ
て
お
り
、
学
内
デ
ー
タ
と
は
別
の
観

点
か
ら
大
学
改
革
に
活
用
で
き
ま
す
。

　
日
本
版
で
は
今
回
初
め
て
学
生
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。「
教
員
と
交
流
す

る
機
会
が
ど
の
程
度
あ
る
か
」「
授
業

に
ど
れ
だ
け
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る

か
」「
学
び
が
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い

る
か
」「
友
人
や
家
族
に
自
分
の
大
学

を
勧
め
る
か
」
と
い
っ
た
11
の
質
問
を

用
意
し
、
４
１
１
大
学
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。
調
査
数
が
Ｔ
Ｈ
Ｅ
の
基

準
を
満
た
さ
ず
、
今
回
は
指
標
化
を
見

送
り
ま
し
た
。
４
月
現
在
、Ｔ
Ｈ
Ｅ
が

回
答
を
分
析
中
で
す
。

各
大
学
の
特
色
や
課
題
を

第
三
者
が
客
観
的
に
計
測

（株）ベネッセ
コーポレーション
大学・社会人
事業本部
統括責任者
藤井雅徳
ふじいまさのり●（株）ベネッ
セコーポレーション高校事業部
にて高校の教育改革支援や海
外トップ大進学塾「Route H」
開発に携わった後、現職。THE
世界大学ランキングや語学・留
学事業を通じて大学のグロー
バル化を総合的に支援。

ダンカン・ロス●世界大学ラ
ンキング・国別ランキング設計
の責任者。DataKind UKの理
事会の議長を務め、政府の公
開データを活用し、非営利組織
全体の大規模なデータの利用
を推進している。

TES Global
データ・解析
ディレクター　
Duncan
Ross

日
本
の
大
学
の

多
様
化
、

特
色
化
を

促
す
に
は
？

日
本
の
大
学
に
は
留
学
に
適
し
た

条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る

改
革
に
役
立
ち
、大
学
の
特
色
を

表
す
客
観
的・相
対
的
な
デ
ー
タ

ラ
ン
キ
ン
グ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
め
ぐ
る

課
題
を
克
服
し
教
育・経
営
改
革
へ

学問系統 大学数 大学（順位）

芸術・
人文科学

4
東京大（45）、京都大（100）、名古屋大（251-300）、
早稲田大（251-300）

社会科学 6
東京大（40）、京都大（101-125）、名古屋大
（126-150）、東京工業大（201-250）、北海道大
（301-400）、筑波大（301-400）

医学・
健康科学

26

東京大（32）、京都大（40）、大阪大（92）、東
京医科歯科大（176-200）、慶應義塾大（201-
250）、東北大（201-250）、首都大学東京（201-250）
など

教育学 1 東京大（47）

生命科学 26
東京大（36）、京都大（37）、大阪大（58）、名
古屋大（126-150）、東北大（151-175）、北海
道大（176-200）、慶應義塾大（201-250）など

物理学 13
東京大（36）、京都大（62）、名古屋大（126-150）、
東北大（126-150）、東京工業大（151-175）、
大阪大（176-200）など

技術・
工学

17
東京大（35）、京都大（42）、東北大（61）、東
京工業大（65）、大阪大（98）など

情報工学 7
東京大（35）、京都大（51）、大阪大（101-125）、
名古屋大（176-200）、九州大（201-250）、東
北大（251-300）、早稲田大（251-300）

＊経営・経済学、法学、心理学はランクイン大学なし。


